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お知らせ

広 報  す ぎ な み

みどり豊かな　住まいのみやこ

新型コロナウイルスに関する
最新情報はこちらで
ご確認ください
　区では、区ホームページやツイッターで、
随時情報をお伝えしています。

新型コロナウイルス
感染症情報

（区ホームページ）

杉並区公式ツイッター
（地震・水防情報等）
@suginami_tokyo
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× 90th Anniversary 

新型コロナウイルスの感染状況によっては、本紙掲載の催し等が変更・延期または中止になる場合があります。
最新情報は、区ホームページをご確認ください。
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毎月1日号では、区の政策や取り組みを分かりやすく紹介していきます。

　昭和7年に旧杉並町、旧和田堀町、旧井荻町、旧高井戸町の4町が合併して誕生した杉並区は、10月1日で区制施行90周年を迎えました｡

 今号では、区制施行よりも少し前、杉並の発展の基礎を築いた内田秀五郎が30歳という若さで旧井荻村の村長となった明治40年から、

今日までの杉並区の歩みを振り返ります。

　杉並区の地名の起こりは、江戸
時代の初め、成宗・田端、両村の
領主であった岡部氏が、領地の境
界の印として、青梅街道に沿って
植えたと言われる杉並木があった
ことに始まります。この杉並木は
明治前になくなってしまいました
が、その後「杉並」の名は村名と
して採用され、町名、さらに区名
となって現在に至ります。

　昭和32年、高円寺駅南口の商盛会（現・
高円寺パル商店街）の青年部が、阿佐谷七
夕まつりに負けまいと、徳島の阿波おどり
に倣った「ばか踊り」としてまちを歩いた
ことが始まりです。さまざまな課題に直面
しながらも、地域の住民などが一体となっ
て克服していき、今や東京の夏を代表する
イベントに成長しました。

●東京高円寺阿波おどり

｢ばか踊り」から夏の風物詩に

　阿佐谷地区への集客を目的に、地元の商店
主らが全国各地の夏祭りを視察・研究した結
果、宮城県仙台市や神奈川県平塚市の七夕ま
つりをヒントに、昭和29年から始まりまし
た。くす玉や吹き流しに加
えて、その時々の流行を
反映した多種多様な「は
りぼて」が飾られます｡

●阿佐谷七夕まつり

｢はりぼて」で時代の流行が分かる

第1回「阿佐谷七夕まつり」

▲

第2回「高円寺ばか踊り」

▲ ▲愛用したピアノ

　原っぱが大きく広がるこの公園は、
かつては旧井荻村村長の内田秀五郎
が誘致し、

ぜろ

零戦のエンジンの設計・製
造で知られる中島飛行機の東京工場
でした。戦後、幾多の変遷を経て当時
工場を所有していた日産自動車から
区が跡地を取得し、平成23年に開園
しました。

●桃井原っぱ公園

国産第1号の飛行機用エンジン

　日本最初の音楽評論家といわれる大
田黒元雄の屋敷跡に日本庭園を整備し､
昭和56年10月1日に開園しました。大
田黒の仕事場だった記念館には、愛用
したピアノや蓄音器が展
示され、現在も園内でコ
ンサートが行われるな
ど、文化の拠点となっ
ています｡

●大田黒公園

日本最初の音楽評論家、大田黒元雄

　区に初めてアニメ制作会社ができたのは昭
和39年。以降、区にはアニメ制作会社が集積
し、その数は日本一。誰もが知る数多くのア
ニメが杉並で生まれました。平成17年3月に
開館した杉並アニメーションミュージアムで
は、区内アニメ制作会社等と連携した展示やイ
ベントを行っています｡

●アニメのまち杉並

杉並はアニメのまち・アニメの聖地

　戦前に首相を3度務めた政治家・
近衞文麿の旧宅で、平成28年3月1
日に日本政治史上重要な場所とし
て国の史跡に指定されました。昭
和15・16年ごろの姿に復原して整
備する史跡公園が、令和6年12月
に開園予定です。

●(仮称）荻外荘公園

区の歴史と文化を今に伝える貴重な建築

© 創通・サンライズ

© 東京高円寺阿波おどり振興協会

完成イメージ

▲

　明治44年に設置された農林水産省の蚕糸試験
場が昭和55年に茨城県筑波に移転し、その跡地
を公園として整備しました。現在も入り口には
試験場の門扉があり、当時の面影を残していま
す。公園と周辺一帯は不燃化まちづくりを促進
する地域で、公園はその拠点として防災機能を
充実させています。

●蚕糸の森公園

日本の近代化に貢献した蚕糸業

▲昭和50年ごろの蚕糸試験場▲昭和10年  杉並木（現・高井戸東3丁目）

中島飛行機東京工場

▲

明治40年～
●内田秀五郎が始めた
　信念のまちづくり
　時代の風を読み、将来
の都市化を見据え､杉並
発展の礎を築きました。

90周年記念事業の関連情報が盛りだくさん！
杉並区区制施行90周年サイトをチェックしよう！

区名の由来は

 ̶̶問い合わせは、総務課記念事業担当へ｡

昭和 平成 令和

© 鈴木伸一
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iversary

 

杉並区区制施行90周年杉並区区制施行90周年

昭和36年
●都立善福寺公園
　開園

昭和38年
●妙正寺公園開園

昭和14年
●区役所庁舎完成

昭和7年10月1日

杉並区誕生
人口146,560人 / 31,583世帯

昭和19年
●杉並初の空襲

昭和29年
●水爆禁止署名運動
　杉並協議会発足

●第1回阿佐谷七夕まつり開催

昭和32年
●杉並公会堂開設
●第1回高円寺ばか踊り(現・東京高円寺阿波おどり）開催

昭和46年
●都知事が「東京ごみ戦争」
　を宣言

昭和49年
●杉並清掃工場建設に関する
　和解成立

昭和56年
●中杉通り開通

●大田黒公園開園

昭和61年
●蚕糸の森公園開園

平成4年
●杉並区コミュニケー
　ションマーク制定

平成12年
●南北バス「すぎ丸」運行開始
●特別区が
　｢基礎的な地方公共団体」に

平成18年
●区公式アニメキャラクター
　｢なみすけ」を選定

平成21年
●杉並芸術会館「座・高円寺」開館

平成23年
●東日本大震災で被災
　した南相馬市に対し、
　交流自治体とスクラム
　を組み支援を実施
●桃井原っぱ公園開園

平成28年
●荻外荘（近衞文麿旧宅）
　が国の史跡に指定

令和2年
●新型コロナウイルス
　対策本部設置

令和3年
●基本構想策定
　｢みどり豊かな　住まいのみやこ」

今年10月1日で！ 90
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（令和2年）（平成22年）（平成12年）（平成2年）（昭和55年）（昭和45年）（昭和35年）（昭和25年）（昭和15年）（昭和7年）

令和4年10月1日
杉並区誕生から
90周年！
人口571,849人 / 326,698世帯 (9月1日現在）

■ 区民や区に大きな影響を与えた5つの出来事「すぎなみ５ストーリーズ」
■ 浪曲公演や阿波おどり体験講座など 90周年関連イベントの情報
■ ｢ふるさと・杉並」をイメージし作曲された 交響詩《

  こ  すい

鼓吹の桜》の公演情報

　区制施行90周年をもり上げる、さまざまな情報・コンテンツを公開しています！

｢90周年記念誌」も
公開しています！
　｢90周年記念誌」を制作し
ました！　区ホームページ等
で、ぜひご覧ください！

下部年表中のこのアイコンが付いた
出来事が「すぎなみ5ストーリーズ」です！5

stories

すぎなみ
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